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1. 所属構成員等
講 師 西脇恵子
医 療 職 員 高島良代, 新藤久美, 南　久美, 渡邊尚子(臨時職員）
2. 研究テーマ
1) コミュニケーション障害者のリハビリテーション  Speech and language therapy
in communication disorders.
2) 高次脳機能障害患者の社会復帰支援  Social problem for person with traumatic
brain injury and their significant others.
3) 構音障害患者の舌運動の疲労現象  Speech-related tongue fatigue in patients
with speech sound disorders.
4) ダウン症児の吃症状とその治療  Speech rehabilitation in stutters with Down
syndrome.
5) 特別支援教育における言語聴覚士の役割  The role of speech therapists in
special need education.
6) 口腔内装置の適応  Speech rehabilitation by the oral applience.












1) Communication Disorders QuarterlyのBoard memberとして海外のSLP(言語聴覚士)
との交流を行った．
7. 外部・学内研究費
1) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C), (継続), 2019年
～2023年, ダウン症児の吃症状における関連要因の分析とその対処法の確立, 新藤
久美(代表), 西脇恵子，高島良代(分担), 3,900,000円, 2020年度, 650,000円
8. 研究業績
A. 著書
1. 高島良代 (分担執筆) : 各職種の専門分野を把握しよう, 30-30, 菊谷　武, 在宅
口腔衛生管理スタートブック, 1, クインテッセンス出版, 東京, 2020, ISBN 978-
4-7812-0570-6.
1. 高島良代 (分担執筆) : コミュニケーションがとりづらいのは障害が関係している
かもしれない, 59-61, 菊谷　武, 在宅口腔衛生管理スタートブック, 1, クイン
テッセンス出版, 東京, 2020, ISBN 978‐4‐7812‐0570‐6.
2. 西脇恵子 (分担執筆) : 器質性構音障害, 211-219, 城本　修，原　由紀, 標準言
語聴覚障害学　発声発語障害学, 3, 医学書院, 東京, 2020, ISBN 978-4-260‐
04289-5.
2. 西脇恵子 (分担執筆) : 歯科補綴装置の利用, 219-223, 城本　修，原　由紀, 標
準言語聴覚障害学　発声発語障害学, 3, 医学書院, 東京, 2020, ISBN 978-4-260
‐04289-5.
3. 高島良代 (分担執筆) : 口腔機能不全に立ち向かうためのトピック, 70-77, 田村
文誉, 子どもとその口腔の診かた, 1, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2021, ISBN
978‐4-263‐44615-7.
4. 西脇恵子 (分担執筆) : 臨床評価, 195-202, 椎名英貴，倉智雅子, 標準言語聴覚











労感が減少した1症例. 言語聴覚研究, 2020; 17: 231.
2) 新藤久美，高島良代，南　久美，西脇恵子. 鼻咽腔閉鎖機能不全の児に対して他院
より依頼を受けPLPを作製した1症例. 言語聴覚研究, 2020; 17: 230.
3) 南　久美，高島良代，新藤久美，西脇恵子. 舌接触補助床の適応があった口腔がん







1) 西脇恵子: 食べることのプロセスと障害：基礎編, 公益社団法人発達協会　研修
会, 東京都 (2021年3月24日)．
H. その他の出版物
記載事項なし
